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都道府県別水稲10a当たり平年収量

　統計データから

表 -1　全国都道府県別10a当り平年収量（令和5年と平成5年との対比）

農林水産省は令和５年産水稲の都道府県別 10 ａ当たり平
年収量（ふるい目幅 1.70 ミリ）を決定した（令和５年３月）。
10a 当たり平年収量は，水稲の栽培を開始する以前に，その年
の気象の推移，低温・日照不足等の気象被害の発生状況等を平
年並みとみなし，実収量のすう勢を基に作成されたその年に予
想される 10a 当たり収量をいい，当年の作柄の良否を表す作
況指数の基準となっている。

全国的には前年産から変動はなく 536kg，都道府県別では
北海道と茨城県について前年産から引き上げられた。平年収量
の最も高いのは，長野県の 619㎏，次いで青森県 603㎏，山
形県 598㎏となっている（表）。

また，都道府県を水稲の生産力（地形，気象，栽培品種等）

により分割した「作柄表示地帯」別の 10a 当たり平年収量も
公表している（表は略）。作柄表示地帯別では，長野県の東信
の 635㎏，中信 630㎏，南信 629㎏，次いで，青森県の津軽
624㎏，山形県の村山 614㎏，置賜 603㎏が，10 ａ当たり平
年収量として高い地帯となっている。

表には，令和５年の都道府県別の水稲平年収量と 30 年前の
平成５年の平年収量の対比を示した。全国平均では平成５年
の 499㎏から，令和５年には 536㎏と 107％に向上している。
約 15％向上しているのは栃木，東京，神奈川，大阪の都府県，
約 10％向上しているのは，北海道，茨城，群馬，埼玉，千葉，
山梨，静岡，兵庫，奈良，和歌山，高知，長崎，宮崎の各県で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

令和５年 平成5年 令和５年 平成５年 令和５年 平成５年 令和５年 平成５年 令和５年 平成５年
茨城 527 470 兵庫 501 450 愛媛 498 469

全国 536 499 栃⽊ 540 467 ⼭梨 547 491 奈良 513 458 ⾼知 456 410
群⾺ 498 452 ⻑野 619 572 和歌⼭ 497 449

北海道 561 503 埼⽟ 494 446 福岡 496 489
千葉 544 487 岐⾩ 485 442 ⿃取 514 489 佐賀 519 518

⻘森 603 576 東京 414 357 静岡 520 467 島根 511 476 ⻑崎 486 436
岩⼿ 540 512 神奈川 494 428 愛知 507 465 岡⼭ 526 473 熊本 513 494
宮城 541 508 三重 500 457 広島 528 485 ⼤分 499 474
秋⽥ 577 575 新潟 546 530 ⼭⼝ 504 475 宮崎 496 447
⼭形 598 583 富⼭ 547 509 滋賀 518 496 ⿅児島 485 450
福島 551 512 ⽯川 523 499 京都 510 472 徳島 474 445

福井 519 499 ⼤阪 495 429 ⾹川 496 472 沖縄 309 324

表 全国都道県別⽔稲10a当り平年収量（令和５年と平成５年との対⽐）
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

2023 年の 4 月から 9 月の朝の連続テレビ小説（朝ドラ），
「らんまん」は「日本の植物分類学の父」と呼ばれた牧野富
太郎博士（1862-1957）をモデルとした物語である。牧野
博士は専門の研究論文執筆の他にも各地の植物同好会・植物
愛好家と幅広く交遊し，世人向けの植物啓蒙書を多数出版さ
れた。「雑草のよもやま」でも随所で博士の記事を引用させ
ていただいている。

牧野博士の名言のひとつとされた「雑草という草はない」
はその出典が不明のままであったが，近年「『雑草という草
はない』は牧野富太郎博士の言葉　 戦前，山本周五郎に語
る　田中（純子）学芸員（東京・記念庭園）が見解」の記
事が出た（高知新聞社 Web 版 2022.08.18 https://www.
kochinews.co.jp/article/detail/586935），印刷・出版はさ
れなかったものの事実であったそうだ。

牧野博士の多くの啓蒙書の中には「雑草」の語を含む「入
江彌太郎と合著　雜草の研究と其利用，1919」と「雜草
三百種，1930（図 -1）」の 2 冊がある。前者の「序」には
以下のようにある。

　　・・・天然物の多い中に雜草も亦甚だ多い。世人は徒に之を
雜草と呼んで輕んじて敢えて顧りみないけれども此にも利用し
て人間の用となすべきものが頗る多いのみならず成るべく未用
のものをも更に研究して吾人の資に供することを心掛けねばな

らぬ。此様な見地からして此雜草の研究と其利用の書が出來た
が，此れは主として入江彌太郎君が起稿したもので私は同君の

志を嘉みし，此を訂正修補したのである。　・・・

従って牧野博士の本書への関与は小さいが，後者（図 -1）
の「題言」には以下のようにある。

　  　・・・東京植物同好会の幹事で東京帝國大學農學部講師の向
坂道治君から私の標品を冩眞に撮つて不充分な標品を作る人々
に示したら，或は幾分かでも啓蒙的なものになるだらうと勸め
られた。雜草の冩眞標品は僅に二百八十餘枚ではあるが，しか
し初心の人に見せて少しでも良い標品を作る參考になれば幸甚

だと考へ，・・・

こちらは，牧野博士が「雑草」と考えた 282 枚のさく葉
標本の写真に短い解説を付した小型本で，「タマガヤツリ：
水田沼澤の中，チヤウジタデ：田間の濕地，イヌビエ：水田
又は其附近などに多く」など農耕地の雑草が多く掲載される
が，中には「イガホオヅキ：山野，オホバノイブキバウフウ：
海邊，サラシナショウマ：渓間渓側等，タニギキヤウ：山地
の陰地」などの「山野草」も含まれる。「雜草」の文字は書
名と題言に出るのみで本文にはない。本書発刊 2 か月前の
1940 年 9 月には，主著「牧野日本植物圖鑑」の初版が出て
いるので，複数の著作をほぼ並行して執筆した牧野博士の超
人ぶりが偲ばれる。博士に執筆を勧めた向坂道治氏は「牧野
日本植物圖鑑」の「序」で「斡旋盡力ニ負フコトノ多大ナリ
シ」と献辞された方で，牧野博士との交流の実態が最近になっ
て掘り起こされた（田中純子　向坂道治と牧野富太郎の交流　
やまとぐさ 4，2020）。

「雑草という草はない」は「雑草という和名の草はない」
の意味なので，牧野博士も雑草の概念はお持ちであったが，
水田のタマガヤツリ，イヌビエも，街中の掃き溜めに生える
草もすべて下記のように「愛すべき植物」であったに違いない。

　  　・・・路傍庭砌ノ雜草ノ花デモ嘆賞ニ値スルモノハ決シテ鮮ク
ハナイ 植物ヲ學ビシ人々ハ此ノ如キ雜草カラモ趣味アルモノヲ選
ビテ知リ得ルヲ以テ其樂ミノ範圍ハ夐カニ常人ニ超エテ居ル・・・

（植物趣味ノ鼓吹（承前）　植物研究雑誌 1(4)，1917）

《第33回》

牧野富太郎博士の雑草観をたどる

図−1　�「雜草三百種，1940」の扉（A）とタマガヤツリ・チヤウジタデ
のページ（B）（筆者蔵）
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さらに「野外の雜艸」と題し，「世人はいつも雜草々々と
貶しつけるけれど，雜草だつてなかなか馬鹿にならんもん
である，（中略）場合によれば美麗な花を開く花草よりも更
に趣味のあるものが少なくない。（後略）」として，タケニグ
サ，スベリヒユ，エノコログサおよびオオバコを取り上げた
記事でも，植物としての興味を述べたのみなので（續植物記，
1944　植物学九十年，1956 に「野外の雑草」で再録　図
-2），防除などもってのほかであったろう。

第二次世界大戦後の記事を読むと雑草の扱いも少し変わっ
たようで，個人雑誌「牧野植物混混錄」の 1-8 号（1946-48　
図 -3A）には「雜草」は次のように書かれた。
  〇  キク科のブタクサ（略），其後此雜草が諸處に進出して其分野

が大に廣くなつた，（東京邊から消えた植物殖えた植物 3 号
1947）

  〇  キク科のヒメジョヲン（略）は元来北米の原産植物で

Erigeron annuus Pers. の學名を有する大雜草である，（ヒメ
ジョヲンの苗は存外美味である 5 号 1947）

  〇  スベリビユは古名ウマビユ，（略）抜き棄て置いても中々枯
死し難い力強き一年生の雜草で，（略）次にイボクサは（略）
軟らかい一年生雑草で，（疣を落す二つの草 5 号 1947）

  〇  其れはホモノ科（禾本科）のスズメノチャヒキ（略）の事で
ある，卽ち野外荒地の一年生雜草で其實は敢て食用に値せ
ぬから誰れも之を顧みる人はない，（燕麥はカラスムギでも
Oat でもない ７号 1948）　

最晩年の「牧野植物一家言，1956（図 -3B）」ではついに
ワルナスビなどに「ダメ出し」をした。
  〇  ・・・下総の三里塚にも，大分外来の御客が御座遊ばさる，

其中にも，ワルナスビは兎にも角にも，決して人上に置け無

図−2　�「野外の雜艸（草）」の記事を載せた「續植物記，1944」の表紙（A）
と「植物学九十年，1956」の扉ページ（B）（筆者蔵）
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図−3　�「雜草」の語を含む記事が載るようになった個人雑誌「牧野植物
混混錄」の第1号の表紙（A，1946）とワルナスビなど3種に「ダ
メ出し」をする記事を載せた「牧野植物一家言，1956」の扉ページ（B）
（筆者藏）

図−4　�牧野富太郎博士をして「悪草，ヤクザ者，塩を振り蒔け」と言
わしめた雑草，ワルナスビの花と未熟果の断面

図−5　�東京都練馬区の牧野記念庭園の案内パンフ（A，1990 年代？）
と「開園50周年記念誌，2008」の表紙（B）（筆者藏）
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い厭な雜草で，一日も早く我が日本の土地から，退去して貰
ひたい厄介者だ，幾ら無く成つても，ちつとも惜しく無く，
もう再渡来は，全く以て御免候へだ，そして七里ケッパイ，
塩を振り蒔け，振り播けと祈り申す，（中略）右のワルナスビ

（惡ル茄ビ，私の新称）を一度，東大泉町の自園に移した所が，
イヤハヤ，繁つた事繁つた事，洵に始末におへ無く成つて，ヤッ
ト根絶させて仕舞つた，　後略（アメリカアキノキリンサウ，
ハウキギク，オホイヌノフグリ，ワルナスビ　p.84）

  〇  ハルジョヲンとは春女菀の意で在つて，（中略）・・是は全く
の雜草で，人間には何んの用も無い，（繁殖の盛んなハルジョ
ヲン　p.127）

  〇  ヤブカラシは，一の蔓生雜草で，何んの役にも立た無い，単

署名

図−6　��牧野記念庭園のA氏，K氏より頂いた「原色日本植物図鑑草本編
（保育社）」の贈呈句（筆者蔵）

に役に立た無い許りで無く，無暗矢鱈に蔓こり廻り，無くし
ても決して惜しくは無い者である，（後略）（迷惑至極なヤブ

カラシ　p.181）

「我が園中に植ゑ」た後に愛想をつかして困り果て，「悪
草・ヤクザもの・始末の悪い草・害草（随筆 植物一日一題，
1953）」と断じて，ワルナスビ（図 -4）にさらに追い打ち
をかけた。

牧野博士の「雑草観」は，農業上の雑草に注目した白井光
太郎博士のそれ（雑草のよもやま 1，植調 49-5，2015）と
は大分異なっていたが，最晩年には「愛せない植物 = 雑草」
にも言及することとなった。

上記の「東大泉町の自園」は，牧野博士が 1926 年から逝
去まで住んだ現在の東京都練馬区東大泉で，没後は練馬区が

「牧野記念庭園」として公開した（図 -5）。筆者は中学 1 年
の時（1960 年）に練馬区教育委員会の課外活動「科学教育
センター（生物理学班）」に参加して，「牧野植物園見学」の
行事で初めて訪れ，博士の 2 女，牧野鶴代様に説明して頂
いた。家から近かったのでその後頻繁に訪れ，K 職員と博士
の身辺をみておられた A 老人に親しくしていただいた。少
年の採集した博士に所縁のある植物を園内の隅に植えて下さ
り，「保育社の原色日本植物図鑑　草本編」を，東京をはな
れる際にお二人から（図 -6），また「精選牧野植物図集」を，
編集された牧野鶴代様から頂いた。A 老人は博士の研究態度
と共に，ご家族を含めた生活上のご苦労も口にされ，「植物
分類学ではメシは食えない！」とおっしゃった。自分はこの
言葉を，勉強をさぼるための方便に使ってきたようで，今で
も A 老人に申し訳なく思っている。


